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ペーター・フーヘルの実存的世界
斉　藤　寿　雄　
Ⅰ
　旧東ドイツの詩人ペーター・フーヘルPeter Huchelは、東ドイツが建国され
た1949年から1962年まで、高名な文学雑誌『意味と形式』Sinn und Formの編
集長を務めた。その間東ドイツの土地政策への失望とシュタージに代表される
監視体制への不満を募らせながら、雑誌をめぐる編集方針で上層部と対立し、
最終的に1962年退職に追い込まれた。当局との対立の原因は、東ドイツの文化
担当者が、この高名な雑誌を共産主義イデオロギーの宣伝の場にしようともく
ろんだのに対し、フーヘルは、この雑誌を、東西の対立を越えて一流の文学者
が寄稿する世界的水準をもった文学雑誌にしようと意図したことにあった。東
ドイツの権力者たちは、西側世界の文学者が寄稿するこの雑誌の存在を煙たが
り、1953年に一度フーヘルに解雇を告げたが、そのときはベルトルト・ブレヒ
トBertolt Brechtのとりなしでかろうじて撤回された。しかしその後もさまざま
な嫌がらせがくわえられ、ついに1962年11月フーヘルは、辞職を強要され、解
任された。
　そして翌年の1963年４月から、詩人は、「国家の敵」としてベルリンのヴィ
ルヘルムホルストにある自宅に軟禁状態に置かれ、孤立のなかでシュタージの
監視を受けることになった。彼は、手紙も雑誌も受け取ることができず、訪問
客を迎えることもほんどできなくなった。その間彼は、何度も出国申請をした
が、そのつど却下され、1971年４月、ようやく国際ペンクラブの介入で西側に
出国することができた。
　フーヘルは、雑誌『意味と形式』の編集長になってまもなく、50年代半ばか
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ら政治的いやがらせや迫害を受けはじめた。したがって、軟禁生活で頂点に達
したこの政治的迫害の期間に書かれた詩が、政治的意味合いをもっていると考
えるのはけっして穿ちすぎではないだろう。たとえば、1962年に書かれた詩『踏
み罠にかかった夢』Traum im Tellereisen（GWI, S. 155）について、フーヘル自
身が、「踏み罠にかかった夢は、わたし自身の運命だった。これは政治詩だ」１）
と言っているが、たしかにこの間に書かれたフーヘルの詩を政治的観点から眺
めてみれば、そこに政治的事象によって引き起こされた心の葛藤や苦衷を見出
すのは、さしてむずかしいことではない。ただしここで政治的といっているの
は、たとえば、あきらかに政治的プロテストの詩を書いたヴォルフ・ビーアマ
ンWolf Biermannとちがって２）、フーヘル自身の言葉を借りれば、「きわめて個
人的な体験を言葉で現実化する詩は、政治的なポーズをとる三文詩よりも、は
るかに時代の激動に満ちている」３）という意味においてであり、それは、政治
的軋轢によって陥った自身の境遇を審美的に内省して生まれる詩を意味してい
る。このような観点から見れば、この時期のフーヘルの詩は、ある程度「政治
的な層」によって蔽われているといっていいだろう。
　しかしその一方で、1972年に発表された『オリーブの木と柳』Ölbaum und 
Weide（GWI, S.187）のような詩は、暗い色調に蔽われているとはいえ、フー
ヘル独特の「わたしの記憶の大きな宮殿」４）によこたわる幼年時代の追憶を示
唆するさまざまな言葉遣いによって、初期の神話的抒情世界に通じるものがあ
る。ここにはたしかに、幼年時代の「おお、世界の峡谷よ、押しよせる大波が
／歌のようにやってきた」（GWI, S.84）幸福な世界への郷愁が、通奏低音とし
て鳴り響いている。したがって、後期の詩のなかに、政治的な層とはちがった
「自然抒情詩的な層」が横たわっているのも、否定することはできない。
　では、この時期に書かれたフーヘルの詩は、「政治的な層」と「自然抒情詩
的な層」の２層によって截然と区切られているのだろうか。アクセル・フィー
レクAxel Viereggは、この点に関し、「ペーター・フーヘルの詩に取り組む者は、
その解釈者たちが、この詩をいわゆる自然抒情詩の極と政治的抒情詩の極のあ
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いだに据えることに手こずってきたことにじきに気がつくだろう」５）と言って
いる。すなわち、フーヘルの詩を一義的に自然抒情詩と政治詩に区分すること
のむずかしさを指摘しているのである。
　わたしは、むしろこの時期の詩、すなわち政治的葛藤を強いられた苦悩の後
半生から生み出されたフーヘルの詩には、この二つの層を弁証法的に止揚する
第三の層が内在しているのではないかと考える。そしてこの層にこそフーヘル
の詩の本質的な特性がひそんでいると考え、この視点からフーヘルの後半生の
詩を考究したい。
　小論では、政治的対立から迫害へとエスカレートした時期に刊行されたふた
つ詩集、『街道　街道』Chausseen Chausseen（1963年）および『余命』Gezählte 
Tage（1972年）を中心に考察する。『街道　街道』は、当局との対立が先鋭化
していく時期に書かれた詩をまとめたもの（その多くは50年代半ばから1963年
にかけて発表されている）で、『余命』には、1963年から1971年までの軟禁状
態の間に書かれた詩が収められている。
　論を進めるにあたって、まず政治的視点と自然抒情詩的視点からフーヘルの
作品を解釈し、その論究の結果をふまえて、小論の意図する第三の層をあきら
かにしたい。
　
Ⅱ
　1963年４月フーヘルは、西ベルリンのフォンターネ賞を受賞した。東ドイツ
と敵対する西側の文学賞を受けたのは、もちろん名誉を与えられたと感じたか
らだが、それと同時に１万マルクという賞金が家計の足しになると考えたから
だった（雑誌『意味と形式』の編集長を解任され、詩集の出版も頓挫していた
フーヘルは、経済的苦境に陥っていた）。東ドイツの権力者たちは、この賞が、
「西側で彼（フーヘル）を東ドイツの体制の殉教者に仕立て上げた全キャンペー
ンの頂点になる」６）と考え、フーヘルにさまざまな手を使ってこの賞を辞退す
るようはたらきかけた。フーヘルはしかし、このはたらきかけに応じなかった。
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４月23日の「ドイツ芸術アカデミー文芸・国語育成局」秘書官アルフレート・
クーレラAlfred Kurellaの辞退をうながす脅迫の手紙７）に、フーヘルが応じな
かったため、この日から軟禁生活がはじまった。すなわち、この日から彼は、
手紙も新聞も雑誌も受け取れず、外国旅行も許されず、シュタージのスパイが、
わずかな訪問者の車のナンバーを控えはじめた。
『洗濯日』Waschtag
バケツが舗道に
ぶつかって音をたてる、わたしは
せっけん水をあける、
むだにすごした時間の
にごった水を。
わたしはひもを
木から木へと張る。
白いカーテンをつけた黒いSISが
探しながら通りをくだってきて
わたしの戸口で止まる。
麦の芒が、
夏に吹きはらわれず、
わたしののどにくっついて
チクチクと刺す。
（GWI, S.218）
　1972年に発表されたこの詩は、詩集『余命』のなかの詩『63年４月』April 
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63（GWI, S.217）と同じく、上記の４月23日の手紙に対するフーヘルの返事だっ
た。第２連のSISは、旧ソ連製のリムジンで、この車の出現によって、政治的
迫害がこの瞬間から具体的なかたちを取りはじめることになる８）。この日、ア
ルフレート・クーレラがこの車に乗ってやってきて、賞を辞退させるために恐
ろしい脅し文句を詩人に投げつけた。「自分は、間違った誇りから死ぬはめに
なった人間をもう何人も見てきた」と、彼は叫んだ。激しい言い争いのあと、
フーヘルが、「わたしは、あなたの教会には属さない、したがってあなたの聖
務には服さない」と言うと、クーレラは立ち去るが、30分後にリムジンが戻っ
てきて、運転手が、先に挙げた脅迫の手紙をフーヘルに渡した。第２連の３行
のなかに、これだけの政治的経緯が含まれている。それなりに平穏に過ごして
きたそれまでの生活のなかに、突如当局が介入してきたことを示唆すること
で、「洗濯日」としての日常に不気味な暗闇が侵入してくる。政治的な出来事
から湧きでてくるその不吉な闇は、日常と交錯することによって、ますますそ
の浸透力を増してゆく。
　「むだに過ごした時間のにごった水」は、フーヘルが心血を注いで育んでき
た雑誌『意味と形式』Sinn und Formの成果を、まさにその「意義とかたち」
を否応なく簒奪されてしまったそれまでの政治プロセスに対する詩人のあきら
めにも似た内省である。フーヘルは、この政治プロセスによって出来した４月
23日の出来事が、「アザミを口にいれて／なおも歌おうとした」（GWI, S.149）
ポリュビオスと同じく、彼ののどに麦の芒をつまらせ、語ることを困難にして
いることを告白する。彼の発するどの言葉も、これからは芒の痛みをともなう、
それはすなわち、「詩を書くことは、彼にとってのどに芒を刺して語ること」９）
であることを意味している。彼の置かれた政治的立場に由来するこの文学的自
覚は、自身の語る言葉の一つひとつが、同時に政治的含意を孕んでいるという
認識を示しているのである。
　1966年に発表されたもうひとつの詩『オフェーリア』Ophelia（GWI, S.175）
もまた、政治的な出来事から生まれている。
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朝方、おそく
白い薄明に向かって、
浅い川を
長靴が渡り、
長い棒が突き立てる、
荒々しい命令、
彼らは泥だらけの
有刺鉄線の筌を持ちあげる。
王国はないのだ、
オフェーリア、
叫びが
水を穿ち、
魔法が
弾を
柳の葉にあててこなごなにする王国は。
　この詩は、フブ・ネイセンHub Nijssenによれば、鉄のカーテンのこちら側
へ渡ろうとして果たせなかったひとりの女性の死を歌ったものである10)。この
女性は、おそらく川を徒歩で渡って国境を越えようとして捕らえられたか、殺
されたのだろう。もしかしたらオフェーリアと同じように、死体となって水面
に漂ったのかもしれない。オフェーリアになぞらえられたこの女性に、救いの
手を差しのべるものはなにもなかった。神の加護を祈っても、旧約聖書にある
ようにモーセによって紅海の水が割れることもなければ、魔法で鉄砲の弾が砕
け散る奇跡も起こらない。魔法の王国は存在しない、現実とはこういうものな
のだと詩人は教えている。彼は、みずからの立場をいわば政治の犠牲になった
女性に重ね合わせることで、彼を軟禁状態に追いこんだ政治の理不尽さを語る
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のである。しかしこの不条理に対して、「魔法の王国」である文学は、なにひ
とつ変えることができなかった。かつてと同様、これからもそれは変わらない
だろうと、詩人は自責の念をこめて洞察している。政治に対する文学の無力に
「有刺鉄線の筌」がとどめを刺す。
　「有刺鉄線の筌」― 筌は、葦で編まれた魚を捕らえる袋状の籠で、かつて幼
年時代の幸福の象徴だった。「おお、花咲くツァウフよ」（GWI,S.51）と歌わ
れたポツダムPotsdam近郊の村アルト=ランガーヴィッシュ Alt-Langerwischで
幼年時代を過ごしたフーヘルにとって、そこは彼の文学の「根源」11）だった。
そこには、「人間とそれを取りまく世界の統一」12）があった。筌は、川や沼の
多いこの美しい故郷を象徴する形象のひとつとして、フーヘルにたびたび採り
上げられ、詩『星の筌』Die Sternenreuse（1927年作、1947年発表）のなかでは
こう歌われている。「水のなかには星の筌が吊るされていた／わたしが筌を裂
け目から引きあげると／いくつもの水晶の部屋がきらめき／藻の緑色の森がた
だよい／わたしは黄金をすくいとり、夢のいかだを流した」（GWI, S.84）。川
に沈められた筌のなかに、水鏡のように星が映っている。喩えようのない美し
さで表現された「星の筌」は、世界の統一が失われてしまったゆえに、ますま
す詩人の記憶のなかにかけがえのない存在として光りかがやいているのであ
る。
　筌はしかし、『オフェーリア』では有刺鉄線でできている。詩人にとって文
学の根源であり、数々の美しい詩を生みだした幸福な幼年時代の記憶の重要な
構成要素である筌は、いまや多くの罪なき人びとを捕らえる残酷な罠となっ
て、酷薄な政治の道具と化している。筌という言葉に込められた喪失と絶望の
深度は、「魔法の王国」と迫害の現実のあいだの途方もない落差に対応してい
る。この克服しがたい落差の象徴として、「有刺鉄線の筌」は、フーヘルのま
えにいやおうなく現前する。この拒むことをゆるされない現実は、「記憶の宮
殿」であるかつての文学世界からの決別を余儀なくさせるが、この決別を強い
るのが政治の苛酷さであることを、フーヘルは、「有刺鉄線の筌」という暗号
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によって告発しているのである。
　詩人の後半生が生み出した詩の多くは、こうした政治的含意を内包する独特
の暗号や記号やメタファーによって表現されているが、それは、フーヘルが、
東ドイツ当局の検閲や攻撃をかわしてみずからの文学行為をまっとうするため
に、危険を覚悟したきわどい表現手段によって詩的自我の世界を表現しようと
したからである。言葉が、このように生存にかかわる厳しい政治的現実を背景
にしているのであれば、この時期の詩には、政治的な層が厚く堆積していると
考えなければならない。しかしそれと同時に、こうしたみずからの境遇への内
省が、なによりも詩人自身による文学営為の意味の問いかけの契機をなしてい
ること、すなわち政治的迫害の現実が、潜在的に自身の文学姿勢の表明をうな
がしていることも指摘しておかなければならない。
　
Ⅲ
　その一方でしかし、「記憶の宮殿」を守るかのように、幼年時代の追憶をよ
みがえらせる詩も散見される。しかしそのなつかしい風景も、この時期の詩に
おいてはすでにかつての光をうしない、投網をかけるように、不吉な形象の網
の目に音もなく蔽われはじめる。
｢オリーブの木と柳｣　Ölbaum und Weide
ひびわれた段丘のけわしい上り坂
その坂の上にオリーブの木、
塀際には
石たちの精霊、
いまなお
空中を灰白色の銀の
かすかに寄せては砕けちる波、
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風が葉の色あせた裏側を
虚空へめくりあげるとき。
夜は枝にその投網をかける。
光の骨壷は
海にしずむ。
影が入り江に錨をおろす。
またやってくる、霧のなかにかすみながら、
辺境の草原の葦にけぶるもやに
ひたされて、
ヴェンドの柳の母たちが、
胸をはだけた
いぼだらけの老婆たちが、
池の縁、
黒い目をして口をとざした水の縁で、
わたしの記憶である
大地に足をうずめながら。
　この詩は、1971年９月に書かれたものらしい13）。すでに述べたように、フー
ヘルは、同年４月に旧東ドイツを出国し、まずイタリアに１年近く滞在した
あと、ドイツのフライブルクFreiburg近郊のシュタウフェンStaufenに引き
移った。そうするとこれは、最初の滞在地であるイタリアで書かれたことに
なる。
　第１連は、出国によって解放された詩人が享受する、きらめくイタリアの風
景を描いている。風にめくれるオリーブの葉の白い裏側が、寄せてはかえす
波のように空中にひるがえっている。この美しい光景を喚起する「生命の木」
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であるオリーブは、イタリアを象徴している。石は、「アザミと石でつくられ
た隠れ家」（GWI, S.249）と歌われているように、詩人を外的な攻撃から守る
ものである。1971年のあるインタヴューで、「わたしがいちばん滞在したいの
はイタリアで、ローマとナポリのあいだのどこか入り江の村に住みたい」14）と
言っていることからわかるように、詩人はイタリアをとても気に入っていた。
崇拝とも言える素朴な自然への思いが、幼年時代のきらめく自然の形象を散り
ばめた初期の詩と同じように、この詩の第１連に凝縮している。
　しかし第２連の「骨壺」と「影」は、フーヘルにとって死者の世界を暗示し、
生を破壊するネガティブな暗号として、それにつづく第３連に文字通り不吉な
影を投げかける。
　第３連に登場する「ヴェンドの柳の母たち」は、故郷を歌った初期の詩にた
びたびあらわれる「女中」、「老婆」と同じ位置価値をもつ、バッハオーフェン
Johann Jakob Bachofenの謂う「太母」Die Große Mutterを意味する。ヴェンド
について、フィーレクは、「フーヘルは、大地の母を『ヴェンド的』と、すな
わちフーヘルの出身地であるベルリン周辺の今日なお生存しているスラヴ系残
留民族のなかに根づくものと特徴づけている」15）と指摘している。それは、本
来フーヘルにとって、自然との調和を象徴し、豊饒の大地を意味する記号だっ
た。たとえば、詩『帰郷』Heimkehr（1948年）では、「あれは太初の母／いに
しえの空のもと／あまたの民の母だった」（GWI, S.110）と歌われ、『ある秋の
夜』Eine Herbstnacht（1953年）では、「沼と川、峡谷と星／すべてを生みだし
た太母の闇（下線部初出）」（GWI, S.138）と歌われている。
　しかし記憶のなかから甦るこの「母たち」は、「黒い目をして口をとざした
水の縁」に佇みながら　―　この一節は、『踏み罠にかかった夢』（註１）のな
かの「雹は刻みこむ／すべらかな黒い水たまりに／墓碑銘を」を想起させ、黒
い水が、まがまがしい死を暗示する記号であることがわかる ― 、いまや死の
病におかされ（「悲しみ、苦悩、死の木である柳」16）がそれを暗示している）、
命を引き裂く老婆となって詩人に迫ってくる「醜く、むさぼり喰う、恐ろしい
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母」17）（胸をはだけた／いぼだらけの老婆たち）に変じている。
　太母は、そもそも「命を与える原理」と「命を奪う原理」の２重の側面をもっ
ているが、フーヘルの場合、醜い老婆のすがたをとって前者から後者へ意味が
シフトすることによって、かつて「女中」、「ヴェンドの老婆」、「大地の母」と
いう記号によって世界の統一が保証されていたブランデンブルクBrandenburg
の故郷は、死の脅威に晒されたフーヘルにとって決定的に失われてしまった場
所になる。「わたしの記憶である大地に足をうずめ」た老婆たちは、詩人の記
憶を変質させる邪悪な存在となって立ちあらわれ、この老婆たちの恐ろしい変
貌によって、幼年時代の幸福な記憶はかき消され、「記憶の宮殿」へと通ずる
門は、閉ざされる。自然と詩的自我の統一の喪失、故郷とのあらゆる関係性の
喪失、この喪失感とそこから滲みでてくる孤独と死は、イタリアがその天空を
明るく照らせば照らすほど、ますますその影を濃くしていくのである。この喪
失感と孤独と死は、いずれ西ドイツに移住するようになってますます強く詩人
を苛むことになる。
　さらにもうひとつの詩を見てみたい。戦前の1932年に発表された『10月の光』
Oktoberlicht（GWI, S.60）は、晩秋の庭園の微細な動植物の動きを、注意深い
細やかな観察によってきわめて親しげに描いているが、同様のテーマで1961年
に発表された『夏のシビュラ』Sibylle des Sommers（GWI, S.122）は、９月の
光を秋のなかに放出しながら、不気味な死を予言している。
「夏のシビュラ｣ 
９月は蜂の巣のような光を
岩だらけの庭のはるかむこうへ放射する。
まだ夏のシビュラは死のうとしない。
霧のなかに片足を入れ、顔をうごかさず、
シビュラは葉の茂る家のなかで火を見守る、
ペーター・フーヘルの実存的世界
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そこには巴旦杏の殻が骨壷のかけらとなって
硬い道草のなかに散乱している。
葦の葉が身をかがめ、水に刻み目をつける。
蜘蛛は旅立ち、糸が飛んでいく。
まだ夏のシビュラは死のうとしない。 
シビュラはその髪を木にしっかりと結びつける。
イチジクは腐敗の口をあけてかがやく。
そうしてフクロウの卵のように白くまるく
夕べの月が細い枝のなかできらめく。
　冒頭２行は、たとえば『10月の光』のなかの美しい一節、「そして白い蜘蛛
の糸のなかでなお震えているもの／それは光のなかへ飛んで帰りたいだろう」
を想起させ、幼年時代の記憶をよみがえらせる。
　しかしそれにつづくシビュラの存在は、すぐさま不気味な影を投げかける。
シビュラは、ギリシア神話に出てくる預言者あるいは巫女を意味するが、「火
を見守る」という表現から、それが『オリーブの木と柳』に出てきた老婆で
あることがわかる。なぜならこの老婆は、1959年に発表された詩『つむ』Die 
Spindel（GWI, S.136）のなかの「わたしには見える／老婆が／台所の火のそば
で糸をつむぐのが」という一節に対応しているからである。この老婆は、「胸
をはだけた／いぼだらけの老婆たち」と同根であり、「骨壺のかけら」、「腐敗
の口」が示唆しているように、死と直接結びついている。『つむ』の詩のなか
で、さらに「額の裏側で／つむがうなりをあげ／墜ちてゆく歳月の糸を巻く」
と語られるとき、「糸」は、「生命の糸」（玉の緒）Lebensfadenであり18）、老婆は、
それを巻くことによって「命を奪う」太母のすがたに重なる。死のうとしない
シビュラが、二度も詩のなかに表現されることによって、秋になっても依然と
して人間の命を巻き取る仕事をつづけることが強調される。旅立つ蜘蛛が放出
する糸が、人間を絡みこみ、やがて死へと取りこむという章句が、それをふた
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たび確証する。これは、まさに詩人自身の運命を予言している。この詩を彩っ
ている数々の美しい形象は、詩人の死の意識（予感）がみなぎる伏流水のなか
に、暗くまがまがしい真の表情を隠しているのである。
Ⅳ
　さて、政治的視点と自然抒情詩的視点からフーヘルの作品を見てきたが、政
治的迫害が、フーヘル自身の文学的自覚を内省させる契機となる一方、一見初
期の抒情詩の再現を思わせる詩も、フーヘル自身の「喪失、孤独、死」の意識、
言い換えればフーヘルの生存にかかわる問題を背景にしていることがあきらか
となった。政治的な層と自然抒情詩的な層は、その表層的な意味の下に、詩人
の文学観と人生観、言い換えれば、文学を通していかに自らの生を形成するか
という問題を析出するさらにべつの層を堆積させていると思われる。
　1955年長年の友人である哲学者エルンスト・ブロッホErnst Blochが70歳に
なったのを記念して、フーヘルは、『意味と形式』にブロッホの著わした『希
望の原理』Das Prinzip Hoffnungについての彼自身による序論となるようなエッ
セーを載せようと考えた。それに対しブロッホは、フーヘルに何か祝いになる
ようなすばらしいものをそのエッセーのまえに添えてくれるよう頼んだ。この
願いに応じて彼は、６月『エルンスト・ブロッホのために ― 彼の70歳の誕生
日に』Für Ernst Bloch  Zu seinem siebzigsten Geburtstagというタイトルの詩を書
いた。これは、のちに『献詩　エルンスト・ブロッホへ』Widmung  für Ernst 
Bloch（GWI, S.134）というタイトルに改められた。
　　　　　　　　
秋そして霧のなかのほの暗いいくつもの太陽
それから夜空にかかる火の形象。
それはすばやく落下し、消えていく。おまえはそれを守らねばならぬ。
切り通しをけものがすばやく横切る。
そしてはるかな歳月からの響きのように
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森の上を一発の銃声が遠くとどろきわたる。
ふたたび目に見えぬものたちが徘徊し
木の葉と雲を川が押しながす。
狩人はいま獲物を家にひきずっていく、
松の太枝のように突きでた鹿の角を。
もの思う者はべつの足跡をさがす。
彼は切り通しをしずかに通りすぎる、
かつて金色の煙が木から立ちのぼっていたところを。
そして時は、秋風に知恵を得て、
鳥たちの旅のように思想を吹きながす。
すると多くの言葉がパンと塩になる。
彼は予感する、夜がまだなにを沈黙しているかを、
宇宙の大きな吹送流から
冬の星座がゆっくりと立ちのぼるとき。
　この詩は、フーヘルの詩作のなかで転換点として評価される。それは、この
詩によって詩人が、「みずからと創造的な言葉に引きしりぞくことによって、
はじめて諦念を告白した」19)からである。それまでの詩は、多くの場合、最初
は絶望ではじまり、最後は希望で終わる構造をとっていた。しかしこの詩は、
その構造がむしろ逆転している。はじめに、秋の夜空に光るもの（「火の形象」）
があらわれ、おわりに冬を告げる星の光（「冬の星座」）が、夜空をのぼってく
る。言うなれば、希望から絶望へとこの詩のプロセスは進行してゆくのだが、
このような構造からもこの詩は、それまでの詩とは趣きを異にするものと言え
るだろう。
　しかしこの詩は、実は最初から不吉な影をおびている。１行目の「ほの暗い
太陽」が、それを暗示している。「ほの暗さ」Dämmerungは、1938年に書かれ
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た『十二夜』Zwölf Nächte（GWI, S.94-95）では、不気味なもの、すなわち死
者たちの声を響かせるものとしてあらわれ、フィーレクの言う「ヌミノース的
なもの」の領域へ入ってゆく。この詩ではそれが、「いくつもの太陽」によっ
て宇宙的＝幻視的な領域へと拡大される。この「ヌミノース的なもの」は、第
１連７行目の「目に見えぬものたち」に呼応する。
　この不気味な導入につづいて、「火の形象」が夜空にあらわれる。「火」は、
フーヘルにとって幼年時代の記憶からしても、守るべき大切ななにかを表して
いるが、フィーレクはこれを「彗星」と想定し、次の行の「それ」は、「火の
形象」を受けていると解釈している20）。しかしこの点に関するフーヘル自身の
証言から、それは、間違いであることがわかる。フーヘルは、1958年４月22日
のギルダ・ムーザGilda Musaに宛てた手紙で、「『それはすばやく落下し、消
えていく』は、火の形象や冬の星座と関係していない。それは、おまえはそれ
を守らねばならぬと結びついている。あるいは平たく言えばこうだ。多くのも
のがすばやく落下し、消えていく時代にあって、ひとは永遠の価値を守り、保
ちつづけなければならない」21）と言っている。この文言によれば、「それ」は、
「永遠の価値」を意図している。そしてこの「永遠の価値を守り、保ちつづけ」
るという意味から考えると、その対蹠として、第１連５行目と６行目および第
２連１行目と２行は、それぞれ「はるかな歳月からの響き」と「一発の銃声」
そして「狩人」（迫害者）と「獲物」（被迫害者）という表現によって、様々な
伝統的価値を破壊し、抑圧的な支配を貫徹したナチス第三帝国と旧東ドイツを
示唆していると考えていいだろう。
　第１連４行目の「けもの」は、迫害された人びとを意味する。彼らは、「す
ばやく」逃亡する。しかし「もの思う者」は、ブロッホばかりでなく、フーヘ
ル自身をも仮託しているのだろうが、べつの「足跡」をさがす。すなわち、迫
害された人びととはちがって（「しずかに」）、逃亡を選ばず、「かつて金色の煙
が木から立ちのぼっていた」みずからとその狭い世界に引きしりぞく。「煙」
は、初期の詩においてはつねにポジティヴな意味をもっていた。それは、おそ
ペーター・フーヘルの実存的世界
3斉藤寿雄.indd   45 2008/04/16   11:47:10
46
らく先にのべた「永遠の価値」がまだ保たれていた世界である。
　「もの思う者」は、亡霊のような「狩人」（「目に見えぬもの」）から距離を置
く。第２連６行目の「秋風」は、初出では「年齢」となっていて、これを考慮
すれば、６行目と７行目は、歳月を経て英知を得た「もの思う者」が、渡り鳥
のように人びとに思想を送っては、それがまたわが身に帰ってくるさまを表現
している。そのように思想を積み重ねるなかで、言葉は、「パンと塩」、すなわ
ち人間にとってもっとも重要な生きる糧、肉体的であると同時に精神的な糧と
なる。ここでフーヘルは、自身にとってもっとも切実な問題である言葉に対す
る姿勢を告白している。言葉は、生きる糧である。これをフーヘルは、自身に
とって厳しい時代となってゆくこの時期に痛切に再認識したのだと言える。こ
の認識は、最後の行が、まさに彼の置かれた状況を示しているゆえに、ますま
すその真実内容を際立たせるのである。
　「冬の星座」は、オリオン座で、それは、ポセイドンの子で乱暴な「狩人」
オリオンを指す。その存在に狩人の不気味さが集約された冬の象徴であるオリ
オンが、冬の夜空にのぼるとき、夜が孕む恐ろしいもの、すなわち冬の時代が
やってくることをブロッホは知っている。それがいかなる脅威であるかを彼は
予感している。しかしブロッホは、実はこの詩の書かれた1955年６月には、「東
ドイツでその名声の頂点」22）にいた。彼は、学術アカデミー会員となり、10月
７日に国家功労賞を受賞し、「アウフバウ出版社」Aufbau-Verlagは、彼の新刊
を出版した。したがって１年後に反革命主義者として公的に攻撃され、1957年
１月に強制的にライプツィヒ大学を退職させられたにしても、この時点では、
彼は、厳しい時代の到来を予見していなかったはずである23）。
　したがって、「夜がまだなにを沈黙しているかを」予感していたのは、フー
ヘル自身だということをわれわれは知らなければならない。すでに述べたよう
に、1953年にフーヘルは、『意味と形式』の編集長を解任されかけており、彼
を取り巻く状況は、しだいに厳しさを増していたものと思われる。フーヘルは、
ブロッホに仮託して彼自身の生存にかかわる脅威を告白しているのである。永
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遠の価値、すなわち彼にとって生きる糧としての言葉を守りながら、為政者た
ちから距離をおき、彼らとは違う生き方を選択する。それはしかし、彼にとっ
て身を切るほどの厳しい選択だが、「それを守らねばならぬ」と決意している
以上、彼は、その困難なつらい道を歩まなければならない。ここに、まさに極
限状況における生存の在り方、すなわち彼にとっての実存的な問題が提起され
ているのである。この詩の表面を政治的な状況が蔽っているとすれば、その深
層には彼の生き方そのものを問う根本的な実存的不安が潜んでいる。この点に
関して、ギュンター・エルンスト・バウアー＝ラベGünter Ernst Bauer-Rabéは、
「フーヘルの場合、歴史的次元あるいは現実的＝政治的次元に対する実存的な
ものの優位から出発しなければならない」24)と指摘しているが、まさにこの視
点からフーヘルの後半生の詩を検証することによってはじめて、詩人の本質的
な特質を認識することができるのである。
　初期の自然抒情詩的なさまざまな形象を織りこみながら描かれた、政治的背
景を窺わせる詩が、実はその表面下にフーヘル自身の生存にかかわる実存的な
層を堆積させていることを、『献詩　エルンスト・ブロッホへ』がはじめてあ
きらかにしたが、それ以後の詩は、多かれ少なかれこうした方向性をしめして
いると考えられる。
　そのひとつ、1962年10月12日に書かれた（フーヘルはこの年11月に雑誌『意
味と形式』の編集長を解任された！）『テオフラストスの庭　わが息子に』Der 
Garten des eophrast  Meinem Sohn（GWI, S.155）も、その方向性をきわめて印
象深く指し示している。
昼、詩の白い火が
骨壺の上でおどるとき、
思いおこせ、わが息子よ。思いおこせ、
かつて語らいを木のように植えつけたひとびとを。
庭は枯れている、わたしの呼吸は重くなる、
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この時をとどめよ、ここをテオフラストスが通り、
土にタン皮末の肥料をほどこし、
傷ついた樹皮に靭皮を巻いた｡
一本のオリーブの木が朽ちた廃墟を裂く、
それはいまなお熱いほこりのなかの声である。
かの者たちは、根を掘りおこすよう命じた。
おまえの光り、よるべない木の葉が沈んでいく。
　
　テオフラストスは、ギリシアの哲学者で植物学者（紀元前327－287）。彼は、
アリストテレスの死後その学派を継承し、彼の庭園で弟子たちと集った。遺言
でテオフラストスは、彼の庭を、弟子たちが、「聖域のように一緒に所有し、
親密に友好的に交わりながら共同で利用するように」遺贈した25）。
　ハンス・マイアーHans Mayerは、この詩を格言詩と定義している。この詩
が、息子への遺言として人生経験から引きだされた英知を教訓として伝えよう
としているからである。また形式的にも、フーヘルの詩にはめずらしく、脚韻
が踏まれていて、ヨーロッパの詩的伝統に密接に結びついていることも、格言
詩としての性格を強調している。２行目の骨壺を、アルフレート・ケレタート
Alfred Kelletatは、「過去から、そして無常のなかで残っているすべてのもの
の容れ物」26）と言っているが、そうするとこれは、人生経験の知恵を伝える普
遍的な「伝統」を意味する。この骨壺は、かつて生きていた古代の人びとの人
生がいわば凝集している死の象徴としての骨壺から紡ぎだされた言葉、すなわ
ちテオフラストスと彼の弟子たちが彼の庭園を逍遙しながら交わした語らいの
記憶を呼び起こす。「思いおこせ」、「この時をとどめよ」と命じることによっ
て、この記憶は、過去から現在の隘路を通りぬけて未来へと伝えられるべき、
先に述べた「永遠の価値」であることがわかる。
　４行目の「語らいを木のように」は、1939年に発表されたベルトルト・ブレ
ヒトの詩『のちの世の人びとに』An die Nachgeborenenの一説を暗にしめして
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いると言われる。「なんという時代なのだろう／木についての語らいがほとん
ど犯罪であるとは／それがこれほど多くの悪事についての沈黙を閉じこめてい
るからといって」27）。ピーター・ハチンソンPeter Hutchinsonは、ブレヒトが
「木についての語らい」を呪っているとすれば、フーヘルは、このような対象
に自分が注意を向けたことを誇っているようだと語り、廃墟をベルリンの壁、
オリーブの木を雑誌『意味と形式』と同一視している28）。しかしこの詩は、こ
うした政治的意味合いを超えて、さらに詩人にとってより重要な実存的かつ文
学的な問題を含んでいると思われる。
　現在の隘路には、枯れている庭をまえにして呼吸の重くなる「わたし」がい
る。テオフラストスの時代には豊かな精神の精華が花開いた庭園はすでにな
い。病んでいる「わたし」はテオフラストスであると同時にフーヘル自身でも
ある。彼がなぜ病んでいるかは、この詩の書かれた日付があきらかにしている。
しかし生命力を象徴する一本のオリーブの木は、「最後のなぐさめ」29）である。
この木があるかぎり、テオフラストスの伝統は消えることはないだろう。しか
しその木も、根が掘り起こされる、先の詩に登場した徘徊する「目に見えぬも
のたち」によって。
　編集長の解任という脅威をまぢかにひかえて、フーヘルの胸中に去来するの
は、テオフラストスの運命である。その庭園は、テオフラストスの死ぬ数年前
に戦争で破壊され、彼自身アテネから追放された。彼が大切にはぐくんできた
庭園は、時の権力者によって破壊され、芸術についての語らいは禁じられる。
オリーブの木の光である木の葉は、守られることなく落ちてゆく。時代は貧し
くなり、没落してゆく。少なくともフーヘルにはそう思われる。フーヘルは
後年、「記憶の宮殿」についてつぎのように言っている。「わたしたちはみな、
荒廃の軌道が、この宮殿を通り抜けていったことを知っている」30）自然の荒廃
（失われた故郷の自然）、人間の荒廃（東ドイツ当局との対立から迫害へと至っ
た経緯のなかでの人間不信）、いうなれば世界の荒廃が、フーヘルのもっとも
大切な記憶の宮殿を破壊してしまったことを、フーヘルは、みずからの人生か
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ら引きだした教訓としてだれよりも強く感じていたにちがいない。この荒廃し
た時代に対する省察が、フーヘルに生存の在り方そのものに対する内省をうな
がす。自分はこのような状況のなかでいかに生きてゆけばよいのか。まさにそ
れは、彼にとって実存的な問題なのである。
　たしかなのはこれだけだ。庭園が失われ、オリーブの木が失われ、語らいが
失われてゆくなかで、記憶は救い出されなければならない。３行目の「思いお
こせ」という命令形が二度も重ねて使われているのは、まさにこの記憶の保持
を強調しているからである。そしてそれが、息子への遺言として語られている
のは、記憶を荒廃から守ることが、「詩の使命であり、可能性」31)だからである。
この可能性を確保するために、庭園は、息子の記憶のなかで生きつづけなけれ
ばならない。これが、まさにこの時点での彼の生きる拠り所となる。
　政治的迫害による生の苦悩、それは、死を意識した表現（「骨壺」、「庭は枯
れている」）によって、実存の深みをもたらしている。この詩の収められた詩
集『街道　街道』の次の詩集のタイトルは、この詩の翌年から書きはじめられ
た詩をまとめた『余命』であり、このタイトルから、すでにこの時期から詩人
は、死の意識をしだいに抱きはじめていたことがわかる。このような死を意識
した実存的苦悩を味わいながら、フーヘルはしかしその一方で、状況に耐える
ちからをあたえてくれるものが文学（詩）であることも確信している。「詩の
白い火」は、庭園を破壊しがたいもの（記憶）に変えるちからをもっているか
らである。　　
　これまで考察してきたフーヘルの詩は、自然抒情詩と政治詩の層を突きぬけ
て、実存をめぐる内省へと向かうことによって、生存と文学が彼にとっていか
に密接に結びついているか、そしてその結びつきのなかで自身がどのように生
きてゆくべきかの認識を提起している。彼が、みずからの生存を脅かす状況の
なかで、あくまでも言葉を通してその状況に耐え抜こうとしたことが、彼の詩
人としての生の核をなす。それが、暗号やメタファーによって蔽われた、一見
読者とのコミュニケーションを拒絶するかのような難解な表象世界であったと
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しても ― 彼は、1972年「それ（私が詩に書く世界）は、ふたたびメタファー
や暗号で蔽われるだろう」32）と言っている ― 、彼は、読者に、そうしたもの
の背後にある失われることのない記憶の在り処を探り当てることを期待するこ
とによって、言葉のちからを信じつづけたのである。それが、おそらくは彼の
実存の唯一の拠り所だったのだろうと思われる。
(本研究は2007年度特定課題研究助成費による研究成果である。課題番号2007B
－003)
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